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発表要 旨
遠隔講義の現状と川崎医療福祉大学のとりくみ
川崎医療福祉大学 医療情報学科 品川 佳満 竹内 晶子 村口 厚
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平成９年４月１９日医療情報学科ではインター それを学内のサーバに格納しての講義であった。
ネット及び学内ＬＡＮ を利用した遠隔講義を試 このようにリアルタイムに行われる講義ではな
みた。 しかしながら現在の通信インフラではり いので真の遠隔講義ではなかったものの学生の
アルタイムでの遠隔講義は不可能なため， 使用 反応は良好であり， 将来は衛星通信を利用した
する教材データをあらかじめ郵送してもらい， 遠隔講義への期待が高まった。
２３６
在宅透析における自己管理支援システムの開発
【目的】ＣＡＰＤ（持続的携帯型腹膜透析）患者の
コンピュータを用いた在宅自己管理支援ソフト
ウェアを試作し， その有用性を検討した。
【方法】 患者は自己管理ソフトを用いて， 水分
管理（水分摂取量／除水量）および溶質管理（蛋
白質摂取量／透析量）を行った。 一方， 医療スタ
ッフは臨床検査成績や理学的所見を入力した。
必要時， 相互の入力データは家庭電話回線およ
びインターネットで交信した。
【結果】透析効率および内容は図示された。検
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査データ， 身体測定値は在宅に送信された。 外
雨 来受診時に相互の入力データが画面に表示され，
患者指導内容が向上した。 自己管理意識が向上
し， 透析効率と栄養状態が向上した。 看護婦，
医師とのチーム医療が可能となった。
【結論】 本支援システムは自己管理能力を高め
るのに有用であり， パソコンの普及により医療
情報システムを活用した在宅透析自己管理援助
法が確立されると考えられる。
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チャー搬送） など。 演者も１度， ストレッチャ
ー搬送の場に同行した経験がある。与論島での
重篤患者の搬送先を調べると，搬送先の９．２割が
沖縄。ＪＴＡ（日本トランスオーシャン航空） よ
りの資料を交えて現状を報告。
演者は与論島を中心とした琉球文化園で， 死
亡場所・終末行動など「死」の側面に関する調
査研究を継続している。終末行動と受療行動の
２側面を追う時， 後者には救急搬送がある。自
衛隊ヘリ・定期航空便による搬迭 （＝ストレッ
特別養護老人ホームにおける死についての多角的検討 第１報
－－岡山県の特養での死の実態－－
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１９９５年度の岡山県内の特別養護老人ホーム（３６
施設）の入所者の死亡者数は３５２人であり， 入所
者定数に対して１６％であった。 そのうち施設内
死亡が４３％を占めていた。 死亡疾患は肺炎， 心
疾患， 老衰の順に多く， 発病後２４時間以内の突
然死が１７％に見られた。突然死は心疾患や肺炎
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に多く， 特に施設内にその傾向が強かった。８３
％の施設が特別養護老人ホームを死の場所と位
置づけていたが， 住民， 家族， 職員の意識の変
化， 環境づくり， 医療の充実などを条件として
挙げていた。
